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２０１８年１２月号 

本月報はルーマニアの報道をもとに，日本大使館がとりまとめたものです。 

平成３１年１月１１日 

在ルーマニア大使館作成 

 

Embassy of Japan in Romania 

http://www.ro.emb-japan.go.jp 

 

（AG：アジェルプレス通信，ZF：ズィアルル・フィナンチアル紙，NO：ナインオクロック紙） 

主要ニュース 

【内政】 ●ヨハニス大統領が，地域開発大臣及び運輸大臣の人事を凍結した。 

●社会民主党（ＰＳＤ）と自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）の連立与党が議会下院において過半数割れを

起こした。野党による内閣不信任決議案は否決された。 

●ＰＳＤの全国評議会が行われ，ドラグネア党首が恩赦の緊急政令の迅速な発出を求めた。 

【外政】 ●ヨハニス大統領はブリュッセルで行われた欧州理事会に出席し各国要人と協議した。 

●現ＥＵ議長国のクルツ・オーストリア首相が来訪し，ヨハニス大統領等と議長国引き継ぎについて議

論した。 

●ダンチラ首相は，上下両院合同会議において，ＥＵ議長国としての主要テーマにつき演説を行った。 

●ダンチラ首相は，ルーマニア，ブルガリア，ギリシャ，セルビア４カ国首脳会談に出席のため，セル

ビアを訪問した。 

【経済】 ●ルーマニアの２０１８年第３四半期のＧＤＰは対前期比で＋１．９％（季節調整前）増加し，２０１

７年第３四半期から＋４．３％（季節調整前），＋４．１％（季節調整後）増加した。２０１８年１～

９月のＧＤＰ前年同期比＋４．２％（季節調整前及び季節調整後）増加した。 

●公共財務省は，１１月末のルーマニアの財政収支は約２５９億９，２７０万レイ，対ＧＤＰ比で２．

７４％の赤字であったと発表。 

●２０１８年１２月１日時点での欧州基金（２００１４～２０２０年）執行率は２０．８９％。   

内政 

■ ルーマニア統一１００周年 

・１日、ルーマニア統一１００周年を祝う記念行事が

各地で開催された。ブカレストでは、ルーマニア軍及

び２０カ国、５００人規模の外国軍、５０機の軍用機

等が参加して、凱旋門を中心に４０００人規模の軍事

パレードが行われた。１９１８年に統一宣言が行われ

たアルバ・イウリアでは、２０００名規模の軍事パレ

ードが行われた。 

 

■ ドラグネア社会民主党（ＰＳＤ）党首の裁判 

・３日、破毀院（日本の最高裁に相当）は、ドラグネ

アＰＳＤ党首の公判を１月１４日に再延期した。ドラ

グネア氏が、破毀院の裁判官を抽選で選出する手続き

に瑕疵があったという申し立てをしていたのが認めら

れたもの。他の２４の事件の裁判も同時に延期された。 

・１９日，破毀院は，ドラグネアＰＳＤ党首の公判を

１月２１日に再延期した。 

 

■ 与野党の攻防，与党の下院における過半数割れ 

・３日、議会上院は、野党の国民自由党（ＰＮＬ）と

ルーマニア救出同盟（ＵＳＲ）が共同で提出したトリ

フ観光大臣の解任決議案を否決した（議会上院の連立

与党議席数は１３６議席中８１議席）。 

・４日、４人のＰＳＤ下院議員がプロ・ルーマニア党

（党首：ポンタ元首相）への移籍を決定した。この結
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果、下院における与党の議席数はＰＳＤが１４４議席、

自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）が１９議席で、過半数

の１６５議席を２議席下回ることになった。 

・５日、議会下院において、野党ＰＮＬ、ＵＳＲ、国

民の運動党（ＰＭＰ）が、ドラグネア下院議長とヨル

ダケ副下院議長の解任を要求した。与党側は、下院議

長の解任要求は、出身母体の政党のみが提出できると

して、解任の採決自体が違法であるとして採決を拒否

した。連立与党の下院過半数割れを受けて、２０１９

年予算の採決が来期に延期された。 

・１４日、野党ＰＮＬ、ＵＳＲ、ＰＭＰは内閣不信任

決議案を議会に提出した。野党は不信任の理由を、ダ

ンチラ内閣が政権プログラムの実施の失敗、司法関連

法や年金法の改正について批判し、「ドラグネア党首

に操られたマリオネット内閣」の辞任を要求している。

内閣不信任決議案可決のためには，憲法の規定に従い，

投票日時点における全議員４６５名の過半数にあたる

２３３名の賛成が必要であるが，ＰＮＬ，ＵＳＲ，Ｐ

ＭＰの議員数は合計１５０。２０日，内閣不信任決議

案の採決が行われた。採決に際し、社会民主党（ＰＳ

Ｄ）、自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）及びＵＤＭＲの

議員は、棄権した。結果，賛成票は１６１、反対票は

３で，可決に必要な票数に７０票以上不足し，内閣不

信任決議は否決された。 

 

■ 内閣人事凍結問題 

・７日、ダンチラ首相は、ヨハニス大統領がＥＵ議長

国を目前に、地域開発大臣及び運輸大臣人事を凍結し

ていることは次期ＥＵ議長国としての責務を妨げるも

のであるとして、憲法裁判所に解決を求める申し立て

を行ったことを明らかにした。同日、ヨハニス大統領

は会見を行い、憲法裁判所の判断が出るまで大臣人事

については何の決定もしない考えを示した。また、ダ

ンチラ首相がヨハニス大統領に対し何の説明も相談も

なく、書面による要請のみで内閣改造をしようとした

と非難した。 

・１９日，憲法裁判所は，ヨハニス大統領は直ちに地

域開発大臣及び運輸大臣の空席を認める大統領令に署

名すべき，また首相から提案された新たな大臣の任命

に関して書面による回答を出すべきという見解を示し

た。 

・２１日，ヨハニス大統領は，新地域開発大臣及び新

運輸大臣に関する決定をクリスマス以降，または新年

に行う意向を表明した。 

 

■ 恩赦の緊急政令 

・１１日、ヴァシレスクＰＳＤ副党首は、インタビュ

ーの中で、恩赦の緊急政令が発出されるべきだと述べ

た。恩赦の緊急政令については、ドラグネアＰＳＤ党

首が「不公平な有罪判決を是正する」要請をしており，

緊急政令が発出されれば、ドラグネア党首を始めとす

る刑事訴追を受けた者が刑を逃れる可能性が高いとさ

れている。 

・１６日、議会宮殿に於いて行われたＰＳＤの全国評

議会において、ドラグネア同党党首は司法権の濫用を

是正するために、迅速な恩赦の緊急政令の発出を求め

た。また，演説の中で，ドラグネア党首は，ヨハニス

大統領が，ルーマニアがＥＵ議長国の準備ができない

と発言してルーマニアの利益を損なったとして，大統

領に対する国家反逆に対する弾劾手続きの開始を要請

した。ドラグネア党首は，この他，ＥＵ、欧州委員会

の協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）、情報機関と司法

機関の協力等に対する批判を展開した。全国評議会に

おいては，マリアン・オプリシャンＰＳＤ副党首（ヴ

ランチャ県議会議長）も、ダンチラ首相とトアデル法

務相に対し、迅速な恩赦の緊急政令発出を求めた。ま

た、タリチャーヌ自由民主主義同盟党首は、演説の中

で司法機関と情報機関との協力協定を批判した。終了

後、トアデル法務大臣は、記者団に対し、「緊急政令

は最後の手段である」と述べた。 

・１７日、ヨハニス大統領は、自らの Facebook上で、

ドラグネア党首の演説を強く非難した。また，内閣に

対し、今後閣議で決定されるすべての事項につき、閣

議開催前に大統領に通知することを要請した。 

・１８日，ヨハニス大統領は，閣議で英国のＥＵ離脱

に伴うルーマニア人の権利保護についての議論を含む

ようダンチラ首相に要請した。 

・１８日，フノール・ハンガリー人民主同盟（ＵＤＭ
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Ｒ）党首は，恩赦の緊急政令に反対の立場を表明した。 

・２０日，ヨハニス大統領は政府の閣議に出席し，来

年１月からルーマニアがＥＵ議長国に就任することを

踏まえ，大統領府と首相府の協力が必要であると述べ

た。ヨハニス大統領の閣議出席は，恩赦の緊急政令の

発出を防ぐ目的があるとされている。 

 

■ 刑法改正の緊急政令 

・１０日、ダンチラ首相は、ＰＳＤの全国執行委員会

で刑法と刑事訴訟法の改正につき、憲法裁判所の判断

で合憲とされた条項について、緊急政令で改正を行う

ことを決定したと表明した。 

・１３日、ヨハニス大統領は、通常の手続きで議会で

の議論に付されている法案を緊急政令として発出する

ことは違憲であるとして、そのような緊急政令を発出

することは不可能との考えを示した。フノールＵＤＭ

Ｒ党首は、ＵＤＭＲは刑法改正の緊急政令も、恩赦の

緊急政令も支持しないと述べた。 

 

■ 軍参謀長交代問題 

・２８日，国防最高評議会（ＣＳＡＴ）に出席したヨ

ハニス大統領は，レシュ国防大臣から提案されていた

新統合参謀長の提案を拒否し，チウカ現統合参謀長の

任期を一年延長することを決定した。レシュ国防大臣

は，ドゥミトルゥ・スカルレット大佐（対ＥＵ及びＮ

ＡＴＯルーマニア軍事代表）を次期統合参謀長に推薦

していた。ＣＳＡＴ後，ダンチラ首相はこの決定に不

満を示した。 

 

■ 世論調査 

・ＩＭＡＳによる世論調査（野党ＵＳＲが発注したも

の。本年１１月，１０１０名を対象に実施）。 

ＰＳＤが大幅に支持を減らし、ＡＬＤＥ、ＵＳＲの支

持が拡大。 

ＰＳＤ（社会民主党）      ２４．９％ 

ＰＮＬ（国民自由党）      ２３．３％ 

ＡＬＤＥ（自由民主主義同盟）  １１．７％ 

ＵＳＲ（ルーマニア救出同盟）  １４．８％ 

ＭＲＩ（「共にルーマニア」運動） ８．２％ 

ＵＤＭＲ（ハンガリー人民主同盟） ５．８％ 

ＰＭＰ（国民の運動党）      ２．１％ 

ＰＲＭ（大ルーマニア党）     ２．４％ 

 

・ＩＳＳＰＯＬによる世論調査（ＮＧＯ「Geeks for 

Democracy」が発注し，１２月４-１１日，１０６４名

を対象に実施）によると，９１％の国民が汚職犯罪に

対する恩赦の緊急政令に反対の立場。また，２０１６

年の議会選挙でＰＳＤ，ＡＬＤＥ，ＵＤＭＲのいずれ

かに投票した者のうち，８７％が恩赦の緊急政令に反

対の立場。 

 

・ＣＵＲＳによる世論調査（１１月２４日から１２月

９日，１０６７名を対象に実施）。 

(支持政党) 

ＰＳＤ（社会民主党）      ３３％ 

ＰＮＬ（国民自由党）      ２０％ 

ＡＬＤＥ（自由民主主義同盟）   ９％ 

Pro Romania(プロ・ルーマニア)  ９％ 

ＵＳＲ（ルーマニア救出同盟）   ７％ 

ＵＤＭＲ（ハンガリー人民主同盟） ６％ 

ＭＩＲ（「共にルーマニア」運動） ５％ 

ＰＭＰ（国民の運動党）      ５％ 

その他              ６％ 

（次期大統領候補） 

ヨハニス大統領         ３９％ 

タリチャーヌ上院議長      ２５％ 

ドラグネア下院議長       １２％ 

チョロシュ元首相        １１％ 

その他             １３％ 

 

■ その他 

・９日，トランシルバニア地方の主要四都市，ティミ

ショアラ，アラド，オラデア，クルージュの市長によ

る「西部同盟」の結成が発表された。四市長は共に野

党ＰＮＬに所属。西部同盟はインフラ，開発部門の共

通の課題に協力して対応していくことを表明した。 

・１８日，イリエスク元大統領は，「ル・フィガロ」

紙に対して，ＰＳＤは最大の政治的危機に瀕している
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と述べた。また，ドラグネア党首の刑事問題が，ＰＳ

Ｄ内に対立を生み出しているとも述べた。 

・２０日，破毀院は，汚職の罪で収監されていた政治

家等２０名を刑務所から一時的に釈放した。憲法裁判

所が，最高裁判所の判事の選出手続きが違法だったと

した結論を踏まえ，関連した事案の被告が一時的に釈

放されたもの。ダン・ショヴァ元議員，コンスタンテ

ィン・ニツァ元議員等が含まれる。また，コスタリカ

に逃亡中に拘束されたエレナ・ウドレア元大臣，アリ

ナ・ビカ元テロ・組織犯罪対策局（ＤＩＩＣＯＴ）長

官も釈放された。 

 

外政 

■ 主な要人往来 

・１日、ビルチャル副首相は、メキシコの大統領就任

式に出席した。 

・３日、ダンチラ首相は、中欧イニシアティブ首脳会

合出席のため、クロアチアを訪問し、キタロビッチ大

統領、プレンコビッチ首相等と会談した。 

・３日、メレシュカーヌ外相は、政務協議のために訪

問中の中国の Wang Ciao外交副部長と会談し、二国間

貿易関係、「１６＋１」、国際機関における協力等に

つき意見交換を行った。 

・４－５日、ダンチラ首相等はブリュッセルを訪問し

た。 

・１３－１４日、ヨハニス大統領は欧州理事会出席の

ためにブリュッセルを訪問し、メルケル独首相、トゥ

スク欧州理事会議長、シピラ・フィンランド首相，メ

イ英首相，プレンコビッチ・クロアチア首相等と会談

した。 

・１４日，パレスチナのマルキ外務大臣が，ルーマニ

ア・パレスチナ政府間委員会第三回目の協議のために

ルーマニアを訪問した。 

・１９日，ポーランドのドゥダ大統領は，ブワシュチ

ャク・ポーランド国防相等と共に、クライオヴァの南

東多国籍旅団本部を訪問し，ポーランド兵士等と会談

した 

・２１日，オーストリアのクルツ首相がルーマニアを

訪問した。 

・２１日，ダンチラ首相は，セルビアを訪問し，ルー

マニア，ブルガリア，ギリシャ，セルビア４カ国首脳

会談に出席し，ブチッチ大統領，ボリソフ・ブルガリ

ア首相，チプラス・ギリシャ首相等と会談を行った。

ダンチラ首相は，来年１月からのＥＵ議長国就任にあ

たり西バルカン諸国のＥＵ加盟を支援する方針を表明

した。 

・２６日，メレシュカーヌ外相はセルビアを訪問し，

ブチッチ大統領等と会談した。 

 

■ ルーマニア次期ＥＵ議長国 

・５日、ユンカー欧州委員会委員長は、ブリュッセル

におけるダンチラ首相との会談後、ルーマニアの欧州

理事会議長国の期間は、英国のＥＵ離脱、ＥＵの多年

度財政枠組み議論、欧州議会選挙等が予定され、ＥＵ

の未来にとって重要な時期であり、議長国の責務は非

常に困難なものになるだろうと述べた。また、同委員

長は、ルーマニアが現欧州委員会の任期中にシェンゲ

ン域に加盟することを信じていると述べた。 

・１２日、ダンチラ・ルーマニア首相は、上下両院合

同会議において、ルーマニアのＥＵ議長国としての主

要テーマにつきスピーチを行った。この中で，ダンチ

ラ首相は，ＥＵ議長国として、「欧州の共通の価値観

としての結束性」をテーマに、収斂した（convergent)

欧州、安全な欧州、グローバルアクターとしての欧州、

共通の価値観の欧州という４つのプライオリティを提

示。５月９日に開催されるシビウ首脳会合で、ＥＵの

中期的な行動指針を示す「ＥＵ新戦略アジェンダ」を

打ち出すことに言及。また，ルーマニア議会に対し、

内政の対立の沈静化と結束を呼びかけた。 

・１３日、ブリュッセルで行われた欧州理事会に先立

ち、ヨハニス大統領は、ルーマニアはＥＵ議長国とし

て、多年度財政枠組、移民という難しい課題を抱えて

いる、シビウ首脳会合は、欧州議会選挙直前に行われ

るため、よく準備したい、と述べた。 

・２１日、ヨハニス大統領とダンチラ首相は、ブカレ

スト訪問中のクルツ・オーストリア首相とそれぞれ会

談を行った。会談後の共同記者会見にて、ヨハニス大

統領は、オーストリアからのＥＵ議長国引き継ぎにつ
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いて、オーストリアの功績を称えた上で、ルーマニア

も、主要課題について引き続き取り組んでいく、会談

では、英国ＥＵ離脱問題、ＥＵ多年度財政枠組み、移

民問題について協議されたと述べた。また、二国間関

係に関して、ヨハニス大統領は、オーストリアからの

更なる投資を歓迎する旨述べた。クルツ首相は、オー

ストリア議長国就任中に、４０の合意が結ばれたこと

を強調した。また、主要課題として、英国ＥＵ離脱問

題、移民問題、西バルカン諸国とＥＵ関係を挙げ、そ

の上で、今後のＥＵ将来に関する重要事項として、来

年５月９日にルーマニアのシビウで開催されるＥＵ非

公式首脳会合、および、欧州議会選挙を指摘した。ま

た、クルツ首相は、ヨハニス大統領が、ルーマニアの

民主主義と法の支配に配慮していることに感謝する旨

述べた。 

・３０日，ユンカー欧州委員会委員長が，ドイツの「Welt 

am Sonntag」紙へのインタビューの中で，ルーマニア

は技術的にはＥＵ議長国の準備ができているが，議長

国のなんたるかを十分に理解していない恐れがあると

述べたことを受け，フィフォルＰＳＤ全国評議会長は，

ヨハニス大統領やクリステア欧州委員会ルーマニア代

表を批判した。 

 

■ 英国のＥＵ離脱 

・１２日、ミハラケ在英ルーマニア大使は、ルーマニ

アは英国との戦略的パートナーシップの改正を準備中

であり、英国のＥＵ離脱は大きな問題にはならないと

述べた。 

 

■ ウクライナ問題 

・６日、ネクラエスク外務省次官はミラノで開催され

たＯＳＣＥ理事会に於いて、ウクライナ、黒海地域情

勢の悪化に懸念を示した。 

・７日、クレム米国大使は、アゾフ海におけるロシア

国境警察によるウクライナ船の拿捕事件を踏まえ、ウ

クライナとロシアの間の緊張の高まりに深い懸念を示

した。 

・７日、バンコフ・ウクライナ大使は、東欧地域にお

けるメインリスクはロシアであるとして、ロシアの行

動が黒海周辺及び東欧地域における直接で実際上の脅

威になっていると述べた。 

 

■ 軍事・安全保障関係 

・１８日，レシュ国防相は，ブリュッセルでモゲリー

ニＥＵ上級代表と会談し，ルーマニアはＮＡＴＯと調

整しながら安全保障及び防衛面でＥＵのプロフィール

の強化に務めたいと述べた。また，レシュ国防相は，

ブリュッセルのＮＡＴＯ本部においてストルテンベル

グ事務総長と面会し，黒海地域の安全保障の状況等に

ついて意見交換を行った。 

・１９日，ヨハニス大統領は国防最高評議会（ＣＳＡ

Ｔ）において，２０１９－２０２８年のルーマニア軍

の装備計画が承認されたことを発表した。 

 

経済 

■ マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季

節調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

 

【１０月分統計】 

（１）鉱工業 

 ９月 １０月 

工業生産高  ４．０％ ３．５％ 

工業売上高(名目)  ７．８％ １２．９％ 

工業製品物価指数 ５．６％ ６．３％ 

新規工業受注高(名目)  ９．３％ ２１．９％ 

工業売上高（名目）及び新規工業受注高（名目）が加

速。 

 

（２）販売 

 ９月 １０月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
２．８％ ５．１％ 

自動車・バイク売上高 ▲１．６％ １．１％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

０．８％ 

EU２８か国 

１．５％ 

ユーロ圏 

１．７％ 

EU２８か国 

２．１％ 
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小売業売上高（自動車・バイクを除く）及び自動車・

バイク売上高が加速。 

なお，１０月の小売業売上高（ユーロスタット）対

前年同月比では，スロベニア(１３．３％)が最も増加

し，次いでアイルランド（＋８．４％）及びリトアニ

ア（＋７．３％）。 

 

（３）その他 

建設工事 ９月 １０月 

▲０．４％ ▲４．０％ 

建設工事が減速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

９月 １０月 

€５８億３,９７０万 

(５．１％) 

€６３億４,０３０万 

(１０．０％) 

RON２７１億３,２２０万 

(６．２％） 

RON２９５億６,０００万 

(１１．７％） 

輸

入 

€６８億１,０７０万 

（３．４％） 

€８２億２,９９０万 

（１６．１％） 

RON３１６億４,３７０万 

(４．６％） 

RON３８３億６,５５０万 

(１７．９％） 

  

【１月～１０月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ９月 １０月 

工業生産高  ５．５％ ４．０％ 

工業売上高(名目)  １２．９％ １２．９％ 

新規工業受注高(名目)  １６．３％ １７．０％ 

工業生産高が若干減速。 

 

（２）販売 

 ９月 １０月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
６．０％ ５．９％ 

自動車・バイク売上高 ８．２％ ７．５％ 

 

（３）その他 

建設工事  ９月 １０月 

▲２．２％ ▲２．５％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

９月 １０月 

€５０８億４,９５０万 

(９．１％) 

€５７１億８,９８０万 

(９．２％) 

RON２,３６５億３,３１０万 

(１１．５％） 

RON２,６６０億９, ３１０万 

(１１．６％） 

輸

入 

€６０８億４９０万 

（９．５％） 

€６９０億３,４８０万 

（１０．３％） 

RON２,８２８億３,８１０万 

(１２．０％） 

RON３,２１２億３６０万 

(１２．６％） 

貿

易

収

支 

▲€９９億５,５４０万 

 

▲€１１８億４,５００万 

 

▲RON４６３億５００万 

 

▲RON５５１億１,０５０万 

 

 

 【１１月分統計】 

・消費者物価指数  

 １０月 １１月 

全体 ４．２５％ ３．４３％ 

食料品価格 ３．７３％ ２．８６％ 

非食料品価格 ５．２７％ ４．２４％ 

サービス価格 ２．７３％ ２．５０％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

２．２％ 

EU２８か国 

２．２％ 

ユーロ圏 

１．９％ 

EU２８か国 

２．０％ 

１１月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同

月比では，デンマーク（０．７％）、アイルランド（０．

８％）及びポルトガル(０．９％)が最も低い。 

 

【その他統計】 

・７日，ルーマニアの２０１８年第３四半期のＧＤＰ 

は対前期比で＋１．９％（季節調整後）増加し，２０

１７年第３四半期から＋４．３％（季節調整前），＋４．

１％（季節調整後）増加した。２０１８年１～９月の
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ＧＤＰ前年同期比＋４．２％（季節調整前及び季節調

整後）増加した。 (ＩＮＳ) 

・２０日，ルーマニアの２０１７年のＧＤＰは対２０

１６年比で７．０％増加した。(ＩＮＳ) 

 

■ 産業界の動向 

・３日，フランス自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）に

よると，２０１８年１１月におけるフランスでのダチ

ア新規登録台数は１２，３５１台になり，対前年同月

比で＋３４．７％増加した。フランスでのダチアのマ

ーケット・シェアは７．２０％であり，前年同月の５．

０９％から増加した。１１月にフランスの自動車市場

全体は－４．７％減少した。２０１８年１～１１月末

におけるフランスでのダチア新規登録台数は１３０，

７２３台になり，対前年同期比で＋２２．３％増加し

た。１～１１月末のフランスでのダチアのマーケッ

ト・シェアは６．５１％であり，前年同期の５．５８％

から増加した。１～１１月末にフランスの自動車市場

全体は＋４．７％増加した。（ＣＣＦＡ） 

・５日，イギリス自動車製造販売協会（ＳＭＭＴ）に

よると，２０１８年１１月におけるイギリスでのダチ

ア新規登録台数は２，２３７台になり，前年同月の１，

４６６台と比較して＋５２．５９％増加した。２０１

８年１～１１月におけるイギリスでのダチア新規登録

台数は２２，２７９台になり，前年同期の２４，１６

６台と比較して－７．８１％減少した。２０１８年１

～１１月末のイギリスでのダチアのマーケット・シェ

アは１．００％であり，前年同期の１．０１％から０．

０１％ポイント減少した。（ＳＭＭＴ） 

・１１日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（Ｄ

ＲＰＣＩＶ）によると，２０１８年１１月の新車登録

台数は１２，２３５台に達し，対前年同月比で－７．

５２％減少した。（ＤＲＰＣＩＶ） 

・１４日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）によると，

１１月におけるヨーロッパでのダチア自動車新規登録

台数は４４，３１７台となり，対前年同月比で＋１５．

１％増加した。１～１１月末におけるヨーロッパでの

ダチア自動車新規登録台数は４７９，７６８台となり

対前年同期比で＋１３．５％増加した。（ＡＣＥＡ） 

・１９日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会(ＡＰ

ＩＡ)によると，２０１８年１～１１月末の車両販売台

数は１７１，３４５台で，対前年同期比で＋２０．４％

増加した。１～１１月末のメーカー別自動車販売は１

位がダチア(４７，０２６台，市場シェア：３２．４％，

対前年同期比で＋３１．０％ )で，次いで

Volkswagen(１３，６３６台，市場シェア：９．４％，

対前年同期比で＋６．５％)，Skoda(１２，４２５台，

市場シェア：８．６％，対前年同期比で＋１６．３％)，

Renault（１１，５４７台，市場シェア：８．０％，対

前年同期比で＋２１．１％)，Ford（８，５９７台，市

場シェア：５．９％，対前年同期比で＋１３．９％）。

（ＡＰＩＡ） 

 

■ 公共政策 

・欧州基金省は，２０１８年１２月１日時点での欧州

基金（２０１４～２０２０年）執行率を２０．８９％

と発表。(欧州基金省) 

 

■ 財政政策 

・公共財務省は，１１月末のルーマニアの財政収支は

約２５９億９，２７０万レイ，対ＧＤＰ比で２．７４％

の赤字であったと発表。２０１７年１１月末の財政収

支は約１０１億８，０７０万レイ，対ＧＤＰ比で１．

２１％の赤字であった。(公共財務省) 

・１８日，テオドロヴィッチ財務大臣は，新税の導入

により，２０１９年の歳入を増やし，財政赤字を減ら

したい考えを表明。これを受けて，翌１９日，ブカレ

スト株式市場は大幅に下落した。同日，ヨハニス大統

領は見直しを要求したが，結果，「貪欲税（taxa pe 

lacomie）」を含む新財政政策が，２９日付官報（第１

１１６号）掲載の政府緊急政令で発表された。貪欲税

は銀行業界に課される制度で，年２％の水準を超える

金利で貸付を実行する場合，銀行の金融資産に対して

０．１～０．５％課税される。この他の新政策として，

期間付き（２０１９年１月４日から２０２２年２月２

８日）で執行される，エネルギー業界への上限価格（ル

ーマニア産天然ガス１メガワットにつき６８レイ）の

設定，及び，ギャンブル産業に対して，２０１９年１



ルーマニア月報 
 

- 8 - 

月１日から，前年支払われた参加税の３～５％の年税

の支払いを定めたものが，同緊急政令で発表された。 

 

■ 最低賃金の引き上げ政策 

・７日、政府決定第９３７号が官報（２０１８年１２

月１０日付第１０４号）に掲載。２０１９年１月１日

から、最低賃金は２０８０レイに引き上げ、大卒でか

つ最低１年その教育を受けた分野での経験のある者に

対しては、最低賃金を２３５０レイに引き上げること

が決定された。 

 

■ 金融等 

・１日，１０月末の外貨準備高は３２５億３，１００

万ユーロ（１０月末の３２３億６，９００万ユーロか

ら増加），金準備高は１０３．７トンで不変。(ＢＮＲ) 

・１４日，２０１８年１０月末の経常収支等について

次のとおり発表。 

（１） 経常収支は７９億９，１００万ユーロの赤字。

なお，２０１７年１０月末には５２億６，７００万ユ

ーロの赤字であった。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，４５億６，１００

万ユーロ。なお前年１０月末には４１億５，６００万

ユーロであった。 

（３）中長期対外債務は，２０１７年末から０．３％

減少し，６８２億８，６００万ユーロ (対外債務全体

の６９．１％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１７年末から６．０％増

加して，３０５億６，７００万ユーロ (対外債務全体

の３０．９％) 。(ＢＮＲ) 

 

■ 労働・年金問題等 

・１１日，２０１８年１０月の平均給与(グロス)は，

４，５３２レイ(約９７６ユーロ)で，対前月比で＋１．

１％ポイント増加し，平均給与(手取り) は２，７２０

レイ (約５８６ユーロ) で，対前月比で＋１．２％増

加した。なお，平均給与(手取り)が最も高かった業種

は，プログラミング，コンサルティング及び関連活動分野

(６，３８０レイ，約１，３７５ユーロ)で，反対に最

も低かったのは宿泊・飲食業(１，５８０レイ，約３４

０ユーロ)である。 (為替レートは１ユーロ＝４．６４

レイ)(ＩＮＳ) 

・１８日，２０１８年第３四半期の年金受給者数は，

対前期比で６，０００人減少して，５２０万１，００

０人と発表された。なお，同期の平均年金額は，対前

期比で８．９％増加して，１，２２２レイ(約２６３ユ

ーロ；為替レート：１ユーロ＝４．６４レイ)。(ＩＮ

Ｓ) 

・２０日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）の発表によると，

２０１８年１１月末の失業率は３．３２％（１０月末

から０．０１％ポイント減少，２０１７年１１月から

は０．６８％ポイント減少）。（ＡＮＯＦＭ） 

・２１日，２０１８年第３四半期の失業率(季節調整後)

は前期比で０．２％ポイント減少し，３．９％になっ

た。(ＩＮＳ) 

 

■ 格付（２０１９年１月１１日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

    自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

二国間関係 

・１１日，ブカレスト市内において，天皇誕生日レセ

プションが開催され，ルーマニア側からは，ビルチャ

ル副首相，メレシュカーヌ外相，ポップ日ルーマニア

友好議連会長，アンドロネスク教育大臣，イリエ議会

担当相，ペトレスク通信・情報社会大臣，チャンバ欧

州問題担当大臣，コンスタンティネスク元大統領らが

出席した。 

 


